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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
平
成
十
九
年
度
准
看
護
師
試
験
の
実
施
（
五
一
四
・
医
務
薬
事
課
）
…
１

◯
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新
（
五
一
五
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
１

◯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
（
五
一
六
・
自
然
保
護
課
）
…
…
８

◯
休
猟
区
の
指
定
（
五
一
七
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◯
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
指
定
（
五
一
八
・
自
然
保
護
課
）
…
…
…
13

◯
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
る
送
付
図
書
の
縦
覧
（
五
一
九
〜
五
二
一
・

都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
五
二
二
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
五
二
三
・
北
秋
田
地
域
振

興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

秋
田
県
告
示
第
五
百
十
四
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八

条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
平
成
十
九
年
度
准
看
護
師
試
験
を
実
施
す

る
の
で
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令

第
三
十
四
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
試
験
の
日
時
及
び
場
所

（一）

日
時

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日
（
水
）

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

（二）

場
所

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
一
号
　
　
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
大
会
議
室

秋
田
市
山
王
四
丁
目
二
番
三
号
　
　
秋
田
県
市
町
村
会
館
大
会
議
室

二
　
試
験
科
目

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
　
食
生
活
と
栄
養
　
薬
物
と
看
護
　
疾
病
の
成

り
立
ち
　
感
染
と
予
防
　
看
護
と
倫
理
　
患
者
の
心
理
　
保
健
医
療
福
祉

の
仕
組
み
　
看
護
と
法
律
　
基
礎
看
護
（
看
護
概
論
　
基
礎
看
護
技
術

臨
床
看
護
概
論
）

成
人
看
護
　
老
年
看
護
　
母
子
看
護
　
精
神
看
護

三
　
受
験
資
格
　

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
二
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
四
　
受
験
申
込
み
に
必
要
な
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
書

類
（三）

履
歴
書

（四）

写
真

出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
で
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及

び
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
　
二
枚

五
　
受
験
願
書
用
紙
の
交
付

（一）

期
間

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日
（
火
）
か
ら
同
年
十
二
月
十
二
日
（
水
）

ま
で

（二）

場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

六
　
受
験
願
書
の
受
付

（一）

期
間
及
び
時
間

平
成
十
九
年
十
二
月
十
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
二
日
（
水
）
ま
で
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
る
。

（二）

場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

七
　
受
験
手
数
料

（一）

額六
千
九
百
円

（二）

納
付
方
法

受
験
願
書
の
提
出
の
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

八
　
合
格
者
の
発
表

平
成
二
十
年
三
月
十
一
日
（
火
）
午
前
十
時
に
秋
田
県
庁
正
面
公
告
板

及
び
秋
田
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
k
ita
.lg
.jp
/

）
に

掲
示
す
る
。

九
　
合
格
証
書
の
交
付

合
格
者
に
は
、
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

十
　
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
（
電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
一
四
〇
六
）

秋
田
県
告
示
第
五
百
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護

区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
、
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

告
　
　
　
　
　
　
示

大
館
市
大
石
渡
地
内
国
有
林
米

代
東
部
森
林
管
理
署
二
千
三
百

九
十
林
班
内
三
角
点
（
標
高
四

百
八
十
四
・
九
メ
ー
ト
ル
）
を

起
点
と
し
、
同
点
よ
り
同
林
班

に

、
い
と
民
有
林
と
の
境
界

を
北
西
に
進
ん
で
山
瀬
ダ
ム
湖

に
至
り
、
同
湖
を
同
署
二
千
三

百
六
十
四
林
班
と
二
千
三
百
六

十
五
林
班
の
交
点
に
向
か
っ
て

直
進
し
、
同
点
よ
り
二
千
三
百

六
十
四
林
班
は
二
、
は
一
、
と
、

ろ
の
小
班
界
を
西
進
し
て
二
千

三
百
六
十
三
林
班
と
の
林
班
界

の
交
点
に
至
り
、
同
点
よ
り
二

千
三
百
六
十
三
、
二
千
三
百
六

十
二
、
二
千
三
百
六
十
一
、
二

千
三
百
六
十
、
二
千
三
百
五
十

九
、
二
千
三
百
五
十
八
林
班
と

二
千
三
百
六
十
四
、
二
千
三
百

六
十
五
、
二
千
三
百
六
十
六
、

二
千
三
百
六
十
七
、
二
千
三
百

六
十
八
、
二
千
三
百
七
十
二
林

班
と
の
林
班
界
を
北
東
に
進
ん

で
秋
田
県
と
青
森
県
と
の
県
境

に
至
り
、
同
県
境
を
東
進
し
て

二
千
三
百
七
十
三
林
班
と
二
千

三
百
七
十
四
林
班
と
の
林
班
界

の
交
点
に
至
り
、
同
点
よ
り
二

内
町
沢

鳥
獣
保

護
区

一
　
指
定
区
分

希
少
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
ス
ギ
植
林

地
・
広
葉
樹

な
ど
か
ら
な

る
地
域
で
あ

り
、
イ
ヌ
ワ

シ
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る

希
少
鳥
獣
の

生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、

こ
れ
ら
希
少

鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

区
　
　
　
　
　
　
域

名

称

保
護
に
関
す
る

指
針

存
続
期
間
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千
三
百
七
十
三
、
二
千
三
百
七

十
二
、
二
千
三
百
七
十
一
、
二

千
三
百
八
十
五
、
二
千
三
百
八

十
六
、
二
千
三
百
八
十
七
、
二

千
三
百
八
十
八
、
二
千
三
百
八

十
九
、
二
千
三
百
九
十
林
班
と

二
千
三
百
七
十
四
、
二
千
三
百

八
十
四
、
二
千
三
百
九
十
五
、

二
千
三
百
九
十
四
、
二
千
三
百

九
十
三
、
二
千
三
百
九
十
二
、

二
千
三
百
九
十
一
林
班
と
の
林

班
界
を
南
西
に
進
ん
で
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域北
秋
田
市
米
内
沢
地
内
の
国
道

二
百
八
十
五
号
線
と
茂
助
田
沢

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道

を
北
進
し
て
守
魔
堂
（
神
様
社
）

前
に
至
り
、
同
堂
よ
り
林
縁
の

山
道
を
東
進
し
て
林
道
倉
ノ
沢

線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
進
し

て
旧
上
小
阿
仁
街
道
分
岐
点
に

至
り
、
同
街
道
を
南
西
に
進
ん

で
茂
助
田
沢
の
沢
頭
に
至
り
、

同
沢
を
北
西
に
進
ん
で
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡
地
内
の

国
道
百
五
号
線
と
県
道
河
辺
阿

仁
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

二
本
松

鳥
獣
保

護
区

松
森
鳥

獣
保
護

区

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
針
葉
樹
・

広
葉
樹
が
共

に
多
く
存
在

し
、
多
数
の

鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に

指
定
し
、
生

息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図

る

と

と

も

に
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い

や
鳥
類
の
観

察
の
場
に
も

資
す
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

点
よ
り
同
国
道
を
南
進
し
て
幸

屋
渡
字
山
根
と
比
立
内
字
前
田

表
の
字
界
交
点
に
至
り
、
同
点

よ
り
同
字
界
を
南
西
へ
進
ん
で

旧
比
立
内
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

向
か
う
山
道
の
交
点
に
至
り
、

同
山
道
を
北
進
し
米
代
川
森
林

計
画
区
旧
阿
仁
町
百
一
林
班
二

十
八
、
二
十
九
小
班
と
の
小
班

界
に
達
し
、
同
小
班
界
を
西
進

し
て
広
様
沢
に
至
り
、
同
沢
を

北
進
し
て
国
道
百
五
号
線
に
至

り
、
同
国
道
を
南
東
へ
進
ん
で

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

北
秋
田
市
木
戸
石
字
美
栄
地
内

の
県
道
木
戸
石
鷹
巣
線
と
市
道

美
栄
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
北
東
へ
進
ん
で

蟹
沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

川
を
南
進
し
て
旧
鷹
巣
町
と
旧

合
川
町
の
町
界
に
至
り
、
同
界

を
東
進
し
て
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
鉄
道

沿
線
を
南
進
し
て
防
雪
林
内
の

市
道
美
栄
線
に
達
す
る
歩
道
に

至
り
、
同
歩
道
を
北
西
に
進
ん

で
市
道
美
栄
線
に
至
り
、
同
市

道
を
北
西
に
進
ん
で
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

美
栄
鳥

獣
保
護

区

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
針
葉
樹
、

広
葉
樹
が
共

に

多

く

繁

り
、
鳥
獣
の

生
息
、繁
殖
、

保
護
に
適
し

て
い
る
地
域

で
あ
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指

定
し
、
鳥
獣

の
保
護
を
図

る

と

と

も

に
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い

や
鳥
類
の
観

察
及
び
保
護

活
動
を
通
じ

た
環
境
教
育

の
場
に
も
資

す
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
針
葉
樹
・

広
葉
樹
・
果

樹
・
水
田
が

存
在
し
、
数

多
く
の
沼
な

ど
、
水
資
源

が
豊
富
で
あ

り
、
多
様
な

鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村
餌
刺
岱

地
内
の
県
道
杉
沢
上
小
阿
仁
線

と
村
道
餌
刺
岱
線
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
県
道
を
南
進
し
て

国
有
林
と
民
有
林
と
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
、
更

に
北
進
し
て
国
道
二
百
八
十
五

号
線
に
至
り
、
同
国
道
を
東
進

し
て
村
道
餌
刺
岱
線
に
至
り
、

同
村
道
を
東
進
し
て
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

能
代
市
二
ツ
井
町
荷
上
場
地
内

の
藤
琴
川
左
岸
と
米
代
川
右
岸

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
藤
琴

川
左
岸
を
北
進
し
て
能
代
市
・

藤
里
町
の
市
町
界
に
至
り
、
同

市
町
界
を
東
進
し
て
北
秋
田

市
・
能
代
市
・
藤
里
町
の
市
町

界
交
点
に
至
り
、
同
交
点
か
ら

能
代
市
・
北
秋
田
市
境
界
を
南

進
し
て
米
代
川
森
林
計
画
区
米

代
西
部
森
林
管
理
署
千
二
百
六

箱
渕
岱

鳥
獣
保

護
区

き
み
ま

ち
阪
鳥

獣
保
護

区

指
定
し
、
生

息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図

る

と

と

も

に
、
保
護
活

動
を
通
じ
た

環
境
教
育
の

場
に
も
資
す

る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
針
葉
樹
・

広
葉
樹
が
共

に
存
在
し
、

周
囲
に
は
小

阿
仁
川
が
流

れ
、
多
様
な

鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に

指
定
し
、
生

息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
き
み
ま
ち

阪
県
立
自
然

公
園
を
含
む

環
境
保
全
地

域
で
あ
り
、

ト
ビ
・
ヤ
マ

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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十
八
林
班
と
民
有
林
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
ん

で
民
有
林
道
湯
ノ
沢
線
に
至
る

山
道
に
至
り
、
同
山
道
を
南
進

し
て
林
道
湯
ノ
沢
線
に
至
り
、

同
林
道
を
南
進
し
て
国
道
七
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
横
断
し
て
米
代
川
右
岸
に
至

る
水
路
に
至
り
、
同
水
路
を
南

西
に
進
み
米
代
川
右
岸
に
至

り
、
同
岸
を
西
進
し
て
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
地

域山
本
郡
藤
里
町
藤
琴
地
内
の
県

道
き
み
ま
ち
阪
藤
里
峡
公
園
線

と
町
道
寺
沢
一
号
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
西

に
進
ん
で
長
瀞
部
落
の
北
端
か

ら
百
三
十
七
メ
ー
ト
ル
峰
に
向

か
う
山
道
に
至
り
、
同
山
道
を

北
東
に
進
み
米
代
川
地
域
森
林

計
画
区
藤
里
町
二
十
三
・
二
十

四
林
班
界
と
の
交
点
に
至
り
、

同
林
班
界
を
北
進
し
米
代
川
森

林
計
画
区
米
代
西
部
森
林
管
理

藤
里
鳥

獣
保
護

区

ド
リ
・
ウ
グ

イ

ス

・

リ

ス
・
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
な

ど
を
は
じ
め

多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か

ら
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し

当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を

図
る
。

ま
た
、
定

期
的
に
巡
視

を
実
施
す
る

こ

と

に

よ

り
、
静
謐
な

環
境
の
保
持

を
図
り
、
鳥

獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著

し
い
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う

留
意
す
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
ス
ギ
と
落

葉
広
葉
樹
で

構
成
さ
れ
る

混
交
林
で
あ

り
、
ノ
ウ
サ

ギ
や
ア
ナ
グ

マ
な
ど
を
は

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

署
千
百
一
林
班
界
と
の
交
点
に

至
り
、
国
有
林
と
民
有
林
の
境

界
を
北
東
さ
ら
に
南
東
に
進
ん

で
民
有
林
道
寺
沢
線
に
至
り
、

同
林
道
を
南
進
し
て
連
続
す
る

町
道
寺
沢
一
号
線
に
至
り
、
同

町
道
を
南
東
に
進
ん
で
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域能
代
市
浅
内
字
砂
山
地
内
の
三

種
町
管
理
道
路
と
旧
浅
内
鉱
滓

堆
積
場
管
理
道
路
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
米
代
川
地
域
森
林

計
画
区
能
代
市
百
五
十
林
班
二

十
四
・
二
十
五
小
班
界
を
東
進

さ
ら
に
南
進
し
二
十
三
・
二
十

四
小
班
界
に
至
り
、
同
小
班
界

を
西
進
し
二
十
三
・
二
十
五
小

班
界
に
至
り
、
同
小
班
界
を
西

進
し
三
種
町
管
理
道
路
に
至

り
、
同
道
路
を
北
進
し
て
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

砂
山
鳥

獣
保
護

区

じ
め
多
様
な

鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に

指
定
し
生
息

す
る
鳥
獣
の

保

護

を

図

る
。ま

た
、
定

期
的
に
巡
視

を
実
施
し
、

静
謐
な
環
境

の
保
持
を
図

り
、
鳥
獣
の

安
定
的
な
生

息
に
著
し
い

影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
の
な

い
よ
う
留
意

す
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
能
代
市
南

西
部
に
位
置

す
る
ク
ロ
マ

ツ

林

で

あ

り
、
キ
ジ
バ

ト
・
ノ
ウ
サ

ギ
を
は
じ
め

多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か

ら
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し

当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

秋
田
市
仁
別
地
内
の
仁
別
字
務

沢
国
有
林
一
林
班
か
ら
二
十
六

林
班
に
含
ま
れ
る
一
円
の
区
域

仁
別
鳥

獣
保
護

区

獣
の
保
護
を

図
る
。

ま
た
、
定

期
的
な
巡
視

を
実
施
し
、

静
謐
な
環
境

の
保
持
を
図

り
、
鳥
獣
の

安
定
的
な
生

息
に
著
し
い

影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
の
な

い
よ
う
留
意

す
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
秋
田
市

の
北
部
に
位

置
し
、
標
高

百
五
十
〜
千

百
七
十
一
メ

ー
ト
ル
の
山

腹
は
杉
の
人

工
林
や
天
然

林
の
他
ブ
ナ

や
コ
ナ
ラ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
等

天
然
落
葉
広

葉
樹
林
が
広

く
分
布
し
て

お
り
、
旭
川

の
源
泉
地
帯

で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
鳥

獣
の
生
息
に

は
適
し
た
区

域
で
あ
り
、

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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南
秋
田
郡
五
城
目
町
五
城
目
地

内
の
県
道
真
坂
五
城
目
線
と
国

道
二
百
八
十
五
号
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
西
進

し
て
作
業
道
森
山
下
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
作
業
道
を
東
に

約
千
二
百
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
米

代
川
地
域
森
林
計
画
区
八
郎
潟

町
八
林
班
と
九
林
班
の
林
班
界

に
至
り
、
同
林
班
界
を
北
東
に

進
ん
で
林
道
浦
大
町
支
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西

に
進
ん
で
林
道
浦
大
町
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東

に
進
ん
で
八
郎
潟
町
と
五
城
目

町
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南

進
し
て
五
城
目
町
橋
掛
沢
地
内

の
林
業
公
社
有
林
西
南
端
に
至

り
、
同
公
社
有
林
と
市
有
林
の

境
界
を
東
進
し
て
小
倉
部
落
に

至
る
山
道
に
至
り
、
同
山
道
を

東
進
し
て
作
業
道
日
割
線
に
至

り
、
同
作
業
道
を
東
進
し
て
作

業
道
橋
掛
線
に
至
り
、
同
作
業

道
を
東
進
し
て
町
道
小
倉
線
に

至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
て
町

道
下
山
内
小
倉
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
ん

で
国
道
二
百
八
十
五
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進

し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

秋
田
市
河
辺
三
内
地
内
の
三
内

森
山
鳥

獣
保
護

区筑
紫
森

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、

当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を

図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
山
裾
に

は
森
林
空
間

を
利
用
し
た

レ
ジ
ャ
ー
施

設
が
あ
り
、

住
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ

て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
元

住
民
に
対
し

て
の
鳥
獣
保

護
の
普
及
啓

発
の
た
め
。

一
　
指
定
区
分

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

川
と
丸
舞
川
と
の
合
流
点
を
起

点
と
し
、
同
点
か
ら
三
内
川
右

岸
を
南
西
に
進
ん
で
上
三
内
部

落
か
ら
秋
田
市
野
田
部
落
に
至

る
山
道
に
至
り
、
同
山
道
を
北

西
に
進
ん
で
旧
河
辺
町
と
旧
秋

田
市
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界

を
北
進
し
て
国
有
林
秋
田
森
林

管
理
署
二
百
十
一
林
班
の
西
南

端
に
至
り
、
同
点
か
ら
国
有
林

と
民
有
林
の
境
界
を
南
東
に
進

ん
で
同
国
有
林
二
百
十
一
林
班

に
小
班
と
、
ほ
小
班
の
小
班
界

交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国

有
林
に
小
班
及
び
雄
物
川
地
域

森
林
計
画
区
秋
田
市
河
辺
九
十

三
林
班
四
十
四
小
班
と
同
国
有

林
二
百
十
一
林
班
ほ
小
班
及
び

は
小
班
の
小
班
界
を
南
進
し
て

国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
南
東
に
進
ん
で
三

内
川
右
岸
に
至
り
、
同
右
岸
を

南
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

男
鹿
市
地
内
の
八
郎
潟
地
域
森

林
計
画
区
男
鹿
市
七
十
七
林
班

八
十
小
班
か
ら
九
十
の
一
小
班

に
含
ま
れ
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

鳥
獣
保

護
区

枯
木
長

根
鳥
獣

保
護
区

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
秋
田
市

の
西
部
に
位

置
し
、
人
工

林
や
ナ
ラ
類

の
落
葉
広
葉

樹
が
混
在
し

て
お
り
、
近

く
に
は
岩
見

ダ
ム
や
丸
舞

川
、
三
内
川

等
の
豊
富
な

水
資
源
が
あ

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
の

生
育
に
は
適

し
て
お
り
、

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
当

該
地
域
に
生

息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
男
鹿
市
北

浦
中
学
校
学

校
林
（
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
）

と
し
て
ス
ギ

が
植
林
さ
れ

て
お
り
、
中

学
校
の
生
徒

を
対
象
に
し

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

由
利
本
荘
市
石
脇
地
内
の
由
利

橋
北
端
を
起
点
と
し
、
市
道
川

口
由
利
橋
線
を
北
進
し
て
市
道

石
脇
一
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
西
進
し
て
国
道

七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

国
道
を
北
進
し
て
三
川
と
の
交

点
に
至
り
、
同
川
を
上
流
に
五

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
で
歩
道

に
至
り
、
同
歩
道
を
東
進
し
て

市
道
石
脇
大
浦
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
ん

で
芋
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

川
右
岸
を
南
西
に
進
ん
で
子
吉

川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
川

右
岸
を
西
進
し
て
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
石
脇
地
内
の
由
利

橋
北
端
を
起
点
と
し
、
子
吉
川

右
岸
を
西
進
し
て
日
本
海
汀
線

に
至
り
同
汀
線
を
北
進
し
て
三

川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
左

岸
を
東
進
し
て
国
道
七
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南

進
し
て
市
道
石
脇
一
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東

に
進
ん
で
市
道
川
口
由
利
橋
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

石
脇
鳥

獣
保
護

区本
荘
浜

鳥
獣
保

護
区

た
、
鳥
獣
保

護
の
普
及
啓

発
の
た
め
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
三
望
苑

を
中
心
と
し

た
「
新
山
公

園
」
に
位
置

し
、
落
葉
広

葉
樹
林
を
中

心
と
し
た
林

相
で
多
種
多

様
な
鳥
獣
類

が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

し
鳥
獣
の
保

護
繁
殖
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
由
利
本

荘
市
の
中
央

西
部
日
本
海

沿
岸
に
位
置

し
、
周
囲
の

石
脇
・
子
吉

川
・
谷
地
・

水
林
の
四
つ

の
鳥
獣
保
護

区
と
一
体
と

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川
地
内

の
日
本
海
汀
線
と
カ
サ
島
川
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
川
を
東

進
し
て
国
道
七
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
国
道
を
南
進
し
て

市
道
観
音
森
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
て
林
道

長
表
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南

東
に
進
ん
で
山
道
と
の
交
点
に

至
り
、
同
山
道
を
南
東
に
進
ん

で
山
形
県
と
の
県
境
に
至
り
、

同
県
境
を
南
西
に
進
ん
で
日
本

海
汀
線
に
至
り
、
同
汀
線
を
北

進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
百
宅
地
内

の
市
道
屋
敷
沢
線
と
市
道
百
宅

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

市
道
を
東
進
し
て
市
道
高
野
台

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

小
砂
川

鳥
獣
保

護
区

百
宅
鳥

獣
保
護

区

な
っ
て
機
能

し
あ
い
、
多

様
な
鳥
獣
の

生
息
地
と
な

っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に

指
定
し
生
息

す
る
鳥
獣
の

保

護

を

図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
に
か
ほ

市
の
南
部
、

鳥
海
山
麓
に

位
置
し
、
ブ

ナ
等
の
広
葉

樹
林
で
構
成

さ
れ
て
い
る

森
林
地
帯
と

な

っ

て

お

り
、
多
く
の

鳥
獣
が
確
認

さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、

生

息

す

る

鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

を
南
東
に
進
ん
で
百
宅
川
と
の

交
点
に
至
り
、
同
川
を
南
進
し

て
国
有
林
班
境
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
班
境
を
西
進
し
て
市

道
屋
敷
沢
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
ん
で

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

に
か
ほ
市
象
潟
町
横
岡
地
内
の

県
道
鳥
海
公
園
小
滝
線
と
市
道

賦
谷
地
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
北
東
に
進
ん
で

奈
曽
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

川
を
南
東
に
進
ん
で
市
道
稲
倉

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
南
東
に
進
ん
で
上
ノ
山
放
牧

場
の
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
歩
道
を
北
東
に
進
ん
で
横

岡
発
電
所
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
線
を
北
進
し
て
林
道
中

島
台
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
南
東
に
進
ん
で
赤
川
と

の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
南
進

し
て
山
形
県
と
の
県
境
に
至

り
、
同
県
境
を
西
進
し
て
県
道

鳥
海
公
園
小
滝
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
北
進
し
て
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

鉾
立
鳥

獣
保
護

区

は
、
由
利
本

荘

市

南

東

部
、
鳥
海
山

の
麓
に
位
置

し
、
広
葉
樹

等
の
森
林
面

積
の
占
め
る

割
合
が
大
き

く
、
多
様
な

野
生
鳥
獣
の

生
息
に
適
し

て
い
る
こ
と

か
ら
保
護
繁

殖
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

一
　
指
定
区
分

特
定
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
に
か
ほ

市
南
部
、
鳥

海
山
の
麓
に

位
置
し
、
標

高
差
が
大
き

な
地
形
と
相

ま
っ
て
多
種

多
様
な
植
生

が
分
布
し
て

お
り
、
野
生

鳥
獣
の
生
活

環
境
に
適
し

て
お
り
、
近

年
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
る
イ

ヌ
ワ
シ
の
生

息
も
確
認
さ

れ
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

由
利
本
荘
市
水
林
地
内
の
本
荘

大
橋
南
端
を
起
点
と
し
、
子
吉

川
左
岸
を
西
進
し
て
河
口
に
至

り
、
河
口
を
横
断
し
て
子
吉
川

右
岸
に
至
り
、
同
右
岸
を
東
進

し
て
由
利
橋
北
端
に
至
り
、
同

橋
を
南
進
し
て
子
吉
川
左
岸
に

至
り
、
同
川
左
岸
を
西
進
し
て

善
応
寺
川
に
至
り
、
同
川
を
南

西
に
進
ん
で
市
道
漁
師
町
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西

進
し
て
市
道
中
央
浜
の
町
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西

進
し
て
市
道
片
町
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
て

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

由
利
本
荘
市
東
由
利
田
代
地
内

の
市
道
沢
中
線
と
市
道
深
山
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
市
道

深
山
線
を
南
西
に
進
ん
で
市
道

八
塩
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
西
に
進
ん
で
市
道
八

塩
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
北
進
し
て
市
道
沢
中

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

子
吉
川

鳥
獣
保

護
区

八
塩
山

鳥
獣
保

護
区

し
当
該
地
域

に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

集
団
渡
来

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
由
利
本

荘
市
の
子
吉

川
河
口
部
分

に
位
置
し
、

冬
期
に
は
多

種
多
様
な
水

鳥
が
飛
来
す

る
地
域
で
あ

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

し
、
渡
来
お

よ
び
生
息
す

る
鳥
類
の
保

護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
由
利
本

荘
市
の
東
部

に
位
置
し
、

八
塩
ダ
ム
を

中
心
と
し
た

市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て

環
境
整
備
が

行
わ
れ
て
お

り
、
食
餌
木

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
地
内
の

林
道
黒
沢
野
線
と
林
道
市
助
岳

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
林

道
黒
沢
野
線
を
北
東
に
進
ん
で

熊
ノ
台
中
腹
に
あ
る
テ
レ
ビ
中

継
塔
に
至
る
作
業
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
よ
り
北
進
し
て

標
高
点
（
標
高
三
百
七
十
メ
ー

ト
ル
）
に
至
り
、
同
標
高
点
よ

り
仙
北
市
田
沢
湖
五
十
七
林
班

十
六
小
班
と
五
十
二
小
班
及
び

五
十
三
小
班
の
小
班
界
を
西
進

し
て
町
田
沢
支
流
に
至
り
、
同

支
流
よ
り
五
十
七
林
班
六
小
班

と
七
小
班
の
小
班
界
を
三
百
九

十
メ
ー
ト
ル
北
東
に
進
ん
で
山

道
に
至
り
、
同
山
道
を
四
十
メ

ー
ト
ル
西
進
し
て
更
に
五
十
七

林
班
二
の
二
、
二
の
一
小
班
及

び
一
の
二
小
班
と
百
十
二
小
班

か
ら
百
十
四
小
班
ま
で
の
小
班

界
を
北
進
し
て
五
十
六
林
班
と

五
十
七
林
班
の
林
班
界
に
至

り
、
同
林
班
界
を
三
百
七
十
メ

ー
ト
ル
西
進
し
て
更
に
ス
キ
ー

場
内
の
沢
を
百
三
十
メ
ー
ト
ル

北
進
し
て
袖
松
田
沢
支
流
に
至

十
丈
の

滝
鳥
獣

保
護
区

な
ど
を
植
栽

し
て
野
生
鳥

獣
の
誘
致
を

行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、

当
該
地
域
に

生
息
す
る
里

山
や
水
辺
に

集
う
鳥
獣
の

保

護

を

図

る
。

一
　
指
定
区
分

希
少
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

に
は
天
然
の

落
葉
樹
林
な

ど
か
ら
な
る

地

域

で

あ

り
、
イ
ヌ
ワ

シ
、
ク
マ
タ

カ
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る

希
少
鳥
獣
の

生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
こ

れ
ら
の
希
少

鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

り
、
同
沢
よ
り
北
部
入
会
林
野

整
備
組
合
の
造
林
地
を
北
東
に

二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
尾

根
に
至
り
、
同
尾
根
筋
を
北
西

に
進
ん
で
袖
松
田
沢
本
流
を
越

え
て
作
業
道
杉
台
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
作
業
道
を
北
進
し

て
作
業
道
柴
倉
線
に
至
り
、
同

作
業
道
を
北
西
に
三
百
メ
ー
ト

ル
進
ん
で
更
に
北
東
に
八
十
メ

ー
ト
ル
進
ん
で
五
十
三
林
班
六

の
七
小
班
と
開
拓
地
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
て
林

道
高
野
線
に
至
り
、
同
林
道
を

東
進
し
て
作
業
道
大
和
田
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
作
業
道
を

北
進
し
て
五
十
二
林
班
と
五
十

三
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同

林
班
界
を
東
進
し
て
三
角
点
に

至
り
、
同
三
角
点
よ
り
北
東
に

直
進
し
て
町
道
高
野
水
沢
線
と

林
道
下
高
野
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
水
沢

橋
に
至
り
、
同
橋
よ
り
水
沢
を

東
進
し
て
駒
ヶ
岳
鳥
獣
保
区
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し

て
更
に
東
進
し
て
岩
手
県
と
の

県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
南
進

し
て
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署

三
千
五
十
三
林
班
と
三
千
五
十

四
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同

林
班
界
を
南
西
に
進
ん
で
同
国

有
林
三
千
五
十
三
林
班
な
小
班

と
む
一
小
班
の
小
班
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
よ
り
同
国
有

林
三
千
五
十
三
林
班
な
小
班
、

ら
小
班
、
ね
小
班
、
た
一
小
班
、

た
小
班
、
よ
小
班
及
び
ぬ
小
班

と
む
一
小
班
、
む
小
班
、
こ
小

班
、
か
小
班
、
る
一
小
班
、
り

小
班
、
ち
小
班
及
び
と
小
班
の

小
班
界
を
南
西
に
進
ん
で
国
有

林
と
民
有
林
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
西
進
し
て
民
有
林
六

十
五
林
班
と
六
十
八
林
班
の
林

班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
西

進
し
て
林
道
柏
山
線
に
至
り
、

同
林
道
を
北
進
し
て
林
道
真
木

沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進

し
て
民
有
林
六
十
五
林
班
と
六

十
六
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、

同
林
班
界
を
北
進
し
て
作
業
道

林
道
市
助
岳
線
に
至
り
、
同
作

業
道
を
北
東
に
進
ん
で
林
道
市

助
岳
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北

進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

横
手
市
平
鹿
町
浅
舞
地
区
の
県

道
浅
舞
醍
醐
線
と
市
道
十
五
野

住
宅
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
県
道
を
北
西
に
進
ん
で
県
営

M

３
の
３
用
水
路
と
の
交
点
に

至
り
、
同
用
水
路
を
北
進
し
て

国
道
百
七
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
国
道
を
北
東
に
進
ん
で

市
道
中
清
水
下
村
南
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し

て
市
道
浅
舞
柳
持
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進

ん
で
市
道
道
川M

２
の
１
添
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
て
市
道
樋
ノ
口
柳
持
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

東
進
し
て
市
道
中
清
水
下
村
南

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
南
東
に
進
ん
で
市
道
横
荘
東

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
西
進
し
て
市
道
十
五
野
道
川

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
南
進
し
て
市
道
道
川
住
宅
東

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

年
子
狐

鳥
獣
保

護
区

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
横
手
市

平
鹿
町
の
中

央
部
に
位
置

し
、
学
校
、

用
水
路
、
樹

林
帯
等
が
あ

り
、
野
生
鳥

類
の
生
息
地

と
な
っ
て
い

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

し
て
鳥
獣
の

保
護
を
図
る

と
と
も
に
、

自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
や
鳥

類
の
観
察
及

び
保
護
活
動

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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と
連
続
す
る
農
道
に
至
り
、
同

農
道
を
南
東
に
進
ん
で
同
農
道

と
連
続
す
る
市
道
十
五
野
住
宅

線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し

て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

横
手
市
十
文
字
町
十
文
字
新
田

地
内
の
県
道
野
崎
十
文
字
線
と

国
道
十
三
号
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
県
道
を
北
西
に
進

ん
で
市
道
富
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
て
横

手
市
平
鹿
町
と
横
手
市
十
文
字

町
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

南
東
に
進
ん
で
国
道
十
三
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を

南
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
上
新
田
地
内
の
県
道
栗

駒
公
園
線
と
農
道
（
開
拓
道
路
）

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道

を
東
進
し
て
大
字
高
松
と
大
字

皆
瀬
と
の
字
界
に
至
り
、
同
字

界
を
南
東
に
進
ん
で
国
有
林
と

民
有
林
の
境
界
に
至
り
、
同
境

梨
木
鳥

獣
保
護

区田
螺
沼

鳥
獣
保

護
区

を
通
じ
た
環

境
教
育
の
場

に

も

資

す

る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
地
域

は
、
水
田
・

畑
地
・
果
樹

園
・
用
水
路

が
あ
り
、
多

様
な
鳥
類
が

生
息
し
て
い

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

し
、
当
該
地

域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
と

と
も
に
、
自

然
と
の
ふ
れ

あ
い
や
鳥
類

の
観
察
及
び

保
護
活
動
を

通
じ
た
環
境

教
育
の
場
に

も
資
す
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
区

は

広

葉

樹

林
、
針
葉
樹

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

界
を
北
西
に
進
ん
で
上
新
田
に

至
る
農
道
に
至
り
、
同
農
道
を

北
東
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
皆
瀬
若
畑
地
内
の
兜
山

三
角
点
（
六
百
六
十
九
・
八
メ

ー
ト
ル
）
を
起
点
と
し
、
同
点

か
ら
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界

を
北
西
に
進
ん
で
雄
物
川
地
域

森
林
計
画
区
湯
沢
市
八
十
八
林

班
と
皆
瀬
村
七
十
七
林
班
の
林

班
界
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら

北
進
し
て
皆
瀬
村
七
十
七
林
班

と
七
十
九
林
班
の
林
班
界
交
点

に
至
り
、
同
点
か
ら
七
十
七
林

班
及
び
七
十
六
林
班
と
七
十
九

林
班
、
七
十
八
林
班
、
七
十
五

林
班
、
七
十
四
林
班
及
び
七
十

三
林
班
の
林
班
界
を
北
東
に
進

ん
で
更
に
南
東
に
進
ん
で
七
十

三
林
班
五
十
七
小
班
と
同
林
班

六
十
小
班
の
小
班
界
交
点
に
至

り
、
同
点
か
ら
七
十
三
林
班
五

十
七
小
班
、
五
十
八
小
班
、
及

び
三
十
八
小
班
と
同
林
班
六
十

小
班
、
五
十
九
小
班
、
三
十
一

小
班
、
三
十
七
小
班
及
び
三
十

奥
宮
鳥

獣
保
護

区

林
な
ど
林
層

の
変
化
に
富

む
地
域
で
あ

り
、
キ
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
、

ノ
ウ
サ
ギ
、

キ
ツ
ネ
を
始

め
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
し

て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指

定
し
、
当
該

地
区
に
生
息

す
る
鳥
獣
の

保

護

を

図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
秋
田
県

内
陸
南
部
の

湯
沢
市
の
東

南
部
に
位
置

し
、
比
較
的

緩
や
か
な
丘

陵
地
に
、
広

葉
樹
林
、
針

葉
樹
林
な
ど

林
相
の
変
化

に
富
む
森
林

か
ら
な
り
、

周
辺
に
は
貝

沼
や
板
戸
沼

な
ど
豊
富
な

水
資
源
が
あ

り
、
鳥
類
の

生
息
環
境
に

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

四
小
班
の
小
班
界
を
東
進
し
て

村
道
若
畑
線
に
至
り
、
同
村
道

を
南
進
し
て
林
道
若
畑
中
新
田

線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
東
に

約
二
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
で

七
十
二
林
班
二
十
三
小
班
と
二

十
小
班
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
七
十
二
林
班
二
十
三
小
班

と
同
林
班
二
十
小
班
の
小
班
界

を
東
進
し
て
六
十
八
林
班
と
七

十
二
林
班
の
林
班
界
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
か
ら
六
十
八
林

班
及
び
六
十
九
林
班
と
七
十
二

林
班
、
七
十
一
林
班
及
び
七
十

林
班
の
林
班
界
を
北
進
し
て
更

に
東
進
し
て
村
道
皿
小
屋
線
に

至
り
、
同
村
道
を
東
進
し
て
林

道
皿
小
屋
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
南
進
し
て
原
野

と
六
十
八
林
班
百
三
小
班
の
小

班
界
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら

六
十
八
林
班
八
十
六
小
班
、
八

十
七
小
班
、
九
十
小
班
及
び
九

十
一
小
班
と
同
林
班
八
十
五
の

一
小
班
、
八
十
五
小
班
、
八
十

四
小
班
、
八
十
九
小
班
及
び
八

十
三
小
班
の
小
班
界
を
南
東
に

進
ん
で
六
十
八
林
班
と
六
十
七

林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同
林

班
界
を
南
西
に
進
ん
で
六
十
八

林
班
と
六
十
六
林
班
の
林
班
界

に
至
り
、
同
林
班
界
を
西
進
し

て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

湯
沢
市
岩
崎
地
内
の
県
道
石
松

沢
杉
沢
線
の
岩
崎
橋
南
端
を
起

点
と
し
、
同
橋
を
北
東
に
進
ん

で
湯
沢
市
と
横
手
市
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
ん

で
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
奥

千
年
沼

鳥
獣
保

護
区

は
適
し
た
区

域
と
な
っ
て

い
る
。

特
に
沼
周

辺
に
は
、
ノ

ウ
サ
ギ
、
タ

ヌ
キ
を
始
め

多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

し
、
生
息
す

る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
区

は
、
秋
田
県

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日
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秋
田
県
告
示
第
五
百
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護

区
の
区
域
内
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
、
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

羽
本
線
に
至
り
、
同
線
沿
い
を

南
西
に
進
ん
で
市
道
大
沢
線
に

至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
ん

で
町
内
小
路
十
五
号
線
に
至

り
、
同
線
を
北
東
に
進
ん
で
皆

瀬
川
堤
防
に
至
り
、
同
堤
防
を

北
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
川
連
町
八
面
地
内
の
国

道
三
百
九
十
八
号
線
の
久
保
橋

と
皆
瀬
川
左
岸
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
点
か
ら
旧
国
道
三

百
九
十
八
号
線
を
西
進
し
て
湯

沢
市
と
湯
沢
市
川
連
町
の
字
界

に
至
り
、
同
字
界
を
北
進
し
て

湯
沢
市
と
横
手
市
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
約
千
四
百
メ
ー

ト
ル
北
進
し
て
皆
瀬
川
に
至
る

歩
道
に
至
り
、
同
歩
道
を
南
東

に
進
ん
で
皆
瀬
川
左
岸
に
至

り
、
同
左
岸
を
南
進
し
て
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

深
沢
鳥

獣
保
護

区

内
陸
南
部
の

湯
沢
市
の
北

部

に

位

置

し
、
皆
瀬
川

を
鋏
ん
で
河

川
敷
に
多
様

な
植
物
が
自

生
し
て
、
変

化
に
富
む
地

域
で
あ
り
、

キ
ジ
、
ヤ
マ

ド
リ
、
ノ
ウ

サ
ギ
、
キ
ツ

ネ
を
始
め
多

様
な
鳥
獣
が

生
息
し
て
い

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

し
、
当
該
地

区
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
区

は
秋
田
県
内

陸
南
部
の
湯

沢
市
の
北
部

に
位
置
し
、

広
葉
樹
林
、

針
葉
樹
林
な

ど
林
相
の
変

化
に
富
む
地

域
で
あ
り
、

隣
接
し
て
皆

瀬
川
が
流
れ

て
い
る
こ
と

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

雄
勝
郡
東
成
瀬
村
岩
井
川
地
内

の
合
居
川
左
岸
と
国
道
三
百
九

十
七
号
線
の
下
野
尻
橋
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
左
岸
を
北

東
に
進
ん
で
国
有
林
と
民
有
林

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南

進
し
て
国
道
三
百
九
十
七
号
線

に
至
り
、
同
国
道
を
北
西
に
進

ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域
。

沼
又
鳥

獣
保
護

区

か
ら
、キ
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
、

ノ
ウ
サ
ギ
、

タ
ヌ
キ
を
始

め
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
し

て
お
り
、
鳥

獣
保
護
区
に

指
定
し
、
当

該
地
区
に
生

息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥

獣
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
区

は
、
秋
田
県

内
陸
東
南
部

の
東
成
瀬
村

の
北
東
部
に

位
置
し
、
広

葉
樹
林
、
針

葉
樹
林
な
ど

林
相
の
変
化

に
富
む
地
域

で
あ
り
、
キ

ジ
、
ヤ
マ
ド

リ
、
ノ
ウ
サ

ギ
、
キ
ツ
ネ

を
始
め
大
型

哺
乳
類
で
あ

る
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
な
ど
多

様
な
鳥
獣
が

生
息
し
て
い

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

し
、
当
該
地

区
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
。

能
代
市
二
ツ
井
町
荷
上
場
地
内

の
市
道
き
み
ま
ち
阪
線
と
国
道

七
号
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、

市
道
き
み
ま
ち
阪
線
を
北
進
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
二
ツ
井
中
継
所
に
至

る
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

山
道
を
北
西
に
進
ん
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

二
ツ
井
中
継
所
に
至
り
、
同
中

継
所
か
ら
米
代
川
地
域
森
林
計

画
区
能
代
市
二
ツ
井
町
三
十

五
・
三
十
六
林
班
の
林
班
界
を

北
進
し
て
三
十
五
林
班
六
十

五
・
七
十
一
小
班
界
に
至
り
、

三
十
五
林
班
六
十
五
・
六
十

六
・
五
十
・
四
十
九
･
百
と
七

十
一
・
六
十
八
・
六
十
七
・
八

十
・
百
三
小
班
の
小
班
界
を
北

進
し
て
市
道
高
岩
線
に
至
り
、

同
市
道
を
東
進
し
て
三
十
四
林

班
八
･
九
小
班
の
小
班
界
に
至

り
、
同
小
班
界
を
北
東
に
進
ん

で
官
公
造
林
（
二
ツ
井
二
）
と

民
有
林
の
境
界
に
至
り
、
同
境

界
を
北
東
に
進
ん
で
能
代
市
･

藤
里
町
･
北
秋
田
市
の
市
町
界

き
み
ま

ち
阪
鳥

獣
保
護

区
特
別

保
護
地

区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
秋
田
県

北
西
部
の
能

代
市
二
ッ
井

地
区
東
部
に

位
置
し
、
裸

出
し
た
石
間

に
サ
ク
ラ
・

カ
エ
デ
・
ア

カ
マ
ツ
、
上

部
に
は
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
の

落
葉
広
葉
樹

の
森
林
か
ら

な
り
、
南
部

に

は

米

代

川
、
西
部
に

は
藤
琴
川
が

流
れ
、
豊
富

な
水
資
源
が

あ
る
こ
と
か

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

区
　
　
　
　
　
　
域

名

称

保
護
に
関
す
る

指
針

存
続
期
間
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交
点
に
至
り
、
同
交
点
か
ら
能

代
市
・
北
秋
田
市
の
市
境
界
を

南
進
し
て
米
代
川
森
林
計
画
区

米
代
西
部
森
林
管
理
署
千
二
百

六
十
八
林
班
と
民
有
林
の
境
界

上
の
尾
根
に
至
り
、
同
尾
根
を

南
西
に
進
ん
で
市
道
き
み
ま
ち

阪
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西

に
進
ん
で
国
道
七
号
線
に
至

り
、
同
国
道
を
西
進
し
て
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

筑
紫
森
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、

渡
波
橋
北
端
を
起
点
と
し
、
三

内
川
右
岸
を
南
西
に
進
ん
で
上

三
内
集
落
か
ら
秋
田
市
野
田
集

筑
紫
森

鳥
獣
保

護
区
特

別
保
護

ら
、
鳥
類
の

生
息
環
境
に

は
適
し
た
区

域
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
良

好
な
森
林
環

境
と
な
っ
て

い
る
地
域
で

は
、
国
指
定

特
別
天
然
記

念
物
の
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ

や
大
型
哺
乳

類
で
あ
る
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ

の
目
撃
も
確

認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た

め
、
当
該
地

域
を
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法

律
第
二
十
九

条
一
項
に
規

定
す
る
特
別

保
護
地
区
に

指
定
し
、
当

該
区
域
に
生

息
す
る
こ
れ

ら
の
森
林
性

鳥
獣
全
体
の

保
護
を
図
る

も

の

で

あ

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

落
に
至
る
山
道
に
至
り
、
同
山

道
を
北
西
に
進
ん
で
旧
河
辺
町

と
旧
秋
田
市
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
北
進
し
て
標
高
点

（
二
百
十
九
メ
ー
ト
ル
）
に
至

り
、
同
標
高
点
か
ら
三
角
点

（
標
高
百
八
十
九
・
一
メ
ー
ト

ル
）
へ
の
見
透
か
し
線
を
南
東

に
進
ん
で
、
同
三
角
点
か
ら
渡

波
橋
北
端
へ
の
見
透
か
し
線
を

南
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域
。

地
区

当
該
地
域

は
、
秋
田
市

の
西
部
に
位

置
し
、
緩
や

か
な
丘
陵
地

に
、
人
工
林

や
ナ
ラ
類
の

落
葉
広
葉
樹

が
混
在
し
て

お
り
、
近
く

に
は
岩
見
ダ

ム

や

丸

舞

川
、
三
内
川

等
の
豊
富
な

水
資
源
が
あ

る

こ

と

か

ら
、
鳥
獣
の

生
育
に
は
適

し
た
区
域
に

な

っ

て

い

る
。特

に
、
三

内
川
や
比
較

的
大
き
な
沢

部
を
取
り
囲

む
区
域
に
つ

い
て
、
オ
オ

ル
リ
、
ヤ
ブ

サ
メ
及
び
ヤ

マ
セ
ミ
の
目

撃
が
確
認
さ

れ
て
い
て
良

好
な
森
林
環

境
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の

た
め
当
該
区

域
を
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法

律
第
二
十
九

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

石
脇
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
子

吉
川
地
域
森
林
計
画
区
由
利
本

荘
市
百
六
十
三
林
班
の
う
ち
、

七
小
班
か
ら
三
十
小
班
及
び
三

十
五
小
班
、
三
十
六
小
班
に
含

ま
れ
る
一
円
の
区
域

石
脇
鳥

獣
保
護

区
特
別

保
護
地

区

条
一
項
に
規

定
す
る
特
別

保
護
地
区
に

指
定
し
、
当

該
区
域
に
生

息
す
る
こ
れ

ら
の
森
林
性

鳥
獣
全
体
の

保
護
を
図
る

も

の

で

あ

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
秋
田
県

沿
岸
南
部
の

由
利
本
荘
市

の
中
央
に
位

置
し
、
比
較

的
緩
や
か
な

丘
陵
地
に
、

ク
ロ
マ
ツ
や

広
葉
樹
林
を

主
体
と
す
る

森
林
か
ら
な

り
、
周
辺
に

は
米
代
川
や

芋
川
な
ど
の

豊
富
な
水
資

源
が
あ
り
、

鳥
獣
類
の
生

息
環
境
に
は

適
し
た
区
域

と
な
っ
て
い

る
。特

に
、
丘

陵
地
山
頂
部

に
つ
い
て
、

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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秋
田
県
告
示
第
五
百
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を

指
定
し
、
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

田
螺
沼
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、

大
字
高
松
と
大
字
皆
瀬
の
字
界

と
県
道
栗
駒
公
園
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
字
界
を
南
西

に
進
ん
で
国
有
林
と
民
有
林
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西

に
進
ん
で
田
螺
沼
周
遊
道
路
に

至
り
、
同
周
遊
道
路
を
北
東
に

進
ん
で
県
道
栗
駒
公
園
線
に
至

り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
ん
で

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域
。

田
螺
沼

鳥
獣
保

護
区
特

別
保
護

地
区

良
好
な
鳥
獣

の
森
林
環
境

と
な
っ
て
お

り
、
通
年
を

通
し
て
里
山

に
生
息
す
る

鳥
獣
が
確
認

さ

れ

て

い

る
。
こ
の
た

め
、
当
該
区

域
を
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法

律
第
二
十
九

条
第
一
項
に

規
定
す
る
特

別
保
護
地
区

に
指
定
し
、

当
該
地
域
に

生
息
す
る
こ

れ
ら
の
森
林

性
鳥
獣
全
体

の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣

生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域

は
、
秋
田
県

内
陸
南
部
の

湯
沢
市
の
東

南
部
に
位
置

し
、
比
較
的

緩
や
か
な
丘

陵
地
に
広
葉

樹
林
を
主
体

と
す
る
森
林

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

か
ら
な
り
、

そ
の
中
央
に

は
水
資
源
が

豊
か
な
田
螺

沼
が
あ
り
、

鳥
獣
類
の
生

息
環
境
に
適

し
た
区
域
と

な

っ

て

い

る
。
特
に
水

辺
を
生
活
の

よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
い
る

ヤ
マ
セ
ミ
な

ど
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、

当
該
地
区
を

鳥
獣
保
護
及

び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す

る
法
律
第
二

十
九
条
第
一

項
に
規
定
す

る
特
別
保
護

地
区
に
指
定

し
、
当
該
区

域
に
生
息
す

る
森
林
性
鳥

獣
全
体
の
保

護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

鹿
角
市
十
和
田
大
湯
地
内
の
国
有
林
道
不

老
倉
線
と
釜
ノ
沢
川
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
林
道
を
南
東
に
進
み
地
森
沢
に
至

り
、
同
沢
を
南
東
に
進
み
秋
田
県
と
青
森

県
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し

秋
田
県
と
岩
手
県
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
西
進
し
歩
道
に
至
り
、
同
歩
道
を

南
西
に
進
み
同
歩
道
と
連
続
す
る
国
有
林

道
滝
ノ
沢
分
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西

に
進
み
国
有
林
道
前
ノ
沢
支
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
国
有
林

道
瀬
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道

を
南
西
に
進
み
国
有
林
道
郡
壁
沢
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
上
台
長

根
放
牧
地
牧
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
牧

道
を
北
東
に
進
み
釜
ノ
沢
に
至
り
、
同
沢

を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

鹿
角
市
十
和
田
大
湯
地
内
の
国
道
百
四
号

線
と
国
有
林
道
冷
川
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
国
道
四
百

五
十
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
南
東
に
進
み
県
道
田
代
平
大
清
水
線
と

の
交
点
に
至
り
同
県
道
を
南
西
に
進
み
国

道
百
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
円
の
区
域

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
地
内
の
国
有
林
道
兎

尻
線
と
国
有
林
米
代
東
部
森
林
管
理
署
三

千
二
十
四
林
班
と
の
交
点
を
起
点
と
し
同

林
道
を
北
東
に
進
み
東
ノ
又
沢
に
至
り
、

同
沢
を
北
東
に
進
み
黒
伏
沢
に
至
り
、
同

沢
を
北
東
に
進
み
白
地
ド
ー
イ
沢
に
至

り
、
同
沢
を
北
東
に
進
み
青
森
県
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
国
設
十
和

田
鳥
獣
保
護
区
界
に
至
り
、
同
区
界
を
南

東
に
進
み
国
有
林
米
代
東
部
森
林
管
理
署

三
千
二
十
八
林
班
と
同
三
千
四
十
二
林
班

と
の
林
班
境
界
に
至
り
、
同
林
班
境
界
を

南
西
に
進
み
県
道
大
館
十
和
田
湖
線
に
至

細
地
休

猟
区

熊
取
平

休
猟
区

長
引
山

休
猟
区

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

区
　
　
　
　
　
　
域

名

称

存
続
期
間

区
　
　
　
　
　
　
域

名

称

存
続
期
間
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り
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
長
引
山
に
至

る
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
歩
道
を
北

西
に
進
み
更
に
南
西
に
進
み
国
有
林
米
代

東
部
森
林
管
理
署
三
千
二
十
五
林
班
と
民

有
地
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
。

大
館
市
山
館
地
内
国
道
百
三
号
線
と
市
道

東
台
山
館
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

市
道
を
北
進
し
柄
沢
地
内
か
ら
南
東
へ
進

ん
で
大
館
長
根
山
鳥
獣
保
護
区
界
に
至

り
、
同
界
を
東
進
し
て
同
界
終
点
に
至
り
、

同
点
よ
り
山
道
を
進
み
高
森
の
三
角
点
を

通
り
国
有
林
道
中
山
線
に
続
く
山
道
を
南

東
に
進
み
、
更
に
南
西
に
進
ん
で
国
有
林

道
中
山
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進

ん
で
国
道
百
三
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を

北
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

大
館
市
比
内
町
味
噌
内
地
内
の
県
道
比
内

大
葛
鹿
角
線
と
市
道
味
噌
内
只
越
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を
東
進
し
て

市
道
竹
原
間
戸
石
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
東
に
進
ん
で
民
有
林
道
平
内

沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進

し
て
旧
比
内
町
と
旧
大
館
市
と
の
市
町
界

の
交
点
に
至
り
、
同
界
を
南
東
に
約
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
国
有
林
道
炭
谷
線
に

続
く
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
北
西

に
進
ん
で
国
有
林
道
炭
谷
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
て
県
道
比
内
大

葛
鹿
角
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を

北
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
栄
地
内
の
県
道
大
館
鷹
巣
線
と

米
代
川
の
交
点
で
あ
る
栄
橋
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
東
進
し
て
市
道
摩
当
李
岱

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に

餌
釣
山

館
休
猟

区間
戸
石

休
猟
区

小
摩
当

休
猟
区

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

進
ん
で
国
有
林
道
摩
当
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
南
東
に
進
ん
で
北
秋
田
市

と
大
館
市
の
市
界
へ
向
か
う
山
道
の
交
点

に
至
り
、
同
山
道
を
南
東
に
進
ん
で
北
秋

田
市
と
大
館
市
の
市
界
の
交
点
に
至
り
、

同
市
界
を
南
進
し
て
国
道
二
百
八
十
五
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し

て
小
森
部
落
手
前
の
小
森
川
と
の
交
点
に

至
り
、
同
川
を
北
西
に
進
ん
で
陣
場
岱
鳥

獣
保
護
区
と
の
区
界
の
交
点
に
至
り
、
同

界
を
北
東
に
進
ん
で
摩
当
鳥
獣
保
護
区
と

の
区
界
の
交
点
に
至
り
、
同
区
界
を
北
西

に
進
ん
で
米
代
川
左
岸
と
の
交
点
に
至

り
、
同
川
左
岸
を
北
東
に
進
ん
で
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
綴
子
字
松
原
地
内
の
市
道
岩
谷

線
と
市
道
松
原
岩
谷
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
市
道
を
北
進
し
て
国
有
林
道
綴

子
線
起
点
に
至
り
、
同
点
を
北
進
し
て
右

又
沢
と
左
又
沢
の
分
岐
点
に
至
り
、
同
点

よ
り
右
又
沢
を
北
西
に
進
ん
で
北
秋
田
市

と
藤
里
町
の
市
町
界
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
町
界
を
北
東
に
進
ん
で
北
秋
田
市
と

大
館
市
の
市
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

界
を
南
東
に
進
ん
で
民
有
林
道
岩
谷
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
て
市

道
岩
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
川
井
地
内
の
阿
仁
川
と
市
道
李

岱
川
井
線
の
交
点
で
あ
る
阿
仁
川
橋
を
起

点
と
し
、
同
市
道
を
北
東
に
進
ん
で
県
道

二
ツ
井
森
吉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
南
東
に
進
ん
で
市
道
下
杉
川
井
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
ん

で
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
合
川
駅
に
至
り
、

同
駅
よ
り
同
鉄
道
を
南
東
に
進
ん
で
旧
合

川
町
と
旧
森
吉
町
の
町
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
界
を
南
西
に
進
ん
で
阿
仁
川
右
岸

高
假
戸

休
猟
区

上
杉
下

杉
休
猟

区

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
北
西
に

進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

北
秋
田
市
湯
ノ
岱
地
内
の
県
道
比
内
森
吉

線
と
市
道
湯
ノ
岱
平
田
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
市
道
湯

ノ
岱
線
を
経
て
国
有
林
道
湯
ノ
岱
線
起
点

に
至
り
、
同
点
よ
り
同
林
道
を
北
進
し
て

同
林
道
終
点
に
至
り
、
同
点
よ
り
湯
ノ
沢

を
北
に
進
み
旧
森
吉
町
と
旧
鷹
巣
町
の
町

界
に
至
り
、
同
町
界
を
北
東
に
進
ん
で
北

秋
田
市
と
大
館
市
の
市
界
の
交
点
に
至

り
、
同
市
界
を
東
進
し
て
県
道
比
内
森
吉

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し

て
国
設
森
吉
山
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
西
進
し
て
県
道
比
内
森
吉

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し

て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域能
代
市
二
ツ
井
町
田
代
地
内
の
県
道
高
屋

敷
茶
屋
下
線
と
市
道
中
村
釜
谷
線
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
民

有
林
道
水
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東

に
進
み
能
代
市
と
北
秋
田
郡
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
進
し
能
代
市
と
三
種
町

の
市
町
界
に
至
り
、
同
市
町
界
を
北
西
に

進
み
県
道
濁
川
上
岩
川
線
に
至
り
、
同
県

道
を
北
進
し
市
道
中
村
釜
谷
線
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
起
点
へ
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
藤
里
町
藤
琴
地
内
の
県
道
西
目
屋

二
ツ
井
線
と
町
道
出
戸
高
石
川
内
沢
線
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
進
し
町

道
滝
の
沢
３
号
線
に
至
り
、
同
町
道
を
東

進
し
国
有
林
道
滝
の
沢
線
に
至
り
、
同
林

道
を
東
進
し
国
有
林
道
明
星
院
線
に
至

り
、
同
林
道
を
南
進
し
千
本
杉
沢
に
至
り
、

同
沢
を
東
進
し
山
本
郡
・
北
秋
田
市
境
界

カ
ン
バ

ツ
森
休

猟
区

高
屋
敷

休
猟
区

大
沢
休

猟
区

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で
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に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
県
道
矢
坂
糠

沢
線
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
又
は
南
西

に
進
ん
で
民
有
林
道
院
内
沢
線
に
至
り
、

同
林
道
を
北
進
し
作
業
道
に
至
り
、
同
作

業
道
を
北
進
し
民
有
林
道
鎌
の
沢
線
に
至

り
、
同
林
道
を
北
進
し
作
業
道
に
至
り
、

同
作
業
道
を
東
進
し
国
有
林
・
民
有
林
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
町
道
出
戸

高
石
川
内
沢
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西

に
進
ん
で
起
点
へ
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

秋
田
市
河
辺
北
野
田
高
野
地
内
の
県
道
秋

田
北
野
田
線
と
国
道
十
三
号
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
西
進
し
て
市
道

川
原
田
前
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
西
に
進
み
Ｊ
Ｒ
東
日
本
奥
羽
本
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
線
を
西
進
し
県
道

秋
田
御
所
野
線
雄
和
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
北
進
し
市
道
新
都
市
二
十

四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北

進
し
国
道
十
三
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を

西
進
し
市
道
堤
ノ
沢
篠
台
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
古
野
荒
巻

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し

連
続
す
る
市
道
大
山
田
太
平
沢
線
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
連
続
す
る
鼻
子
久

利
沢
に
至
り
、
同
沢
を
東
進
し
秋
田
市
と

旧
河
辺
町
の
市
町
村
界
至
り
、
同
境
界
を

北
進
し
県
道
秋
田
北
野
田
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
物
川
森
林
計
画
区
中
の
、
秋
田
市
河
辺

岩
見
地
内
に
か
か
る
岩
見
山
国
有
林
の
二

百
六
十
八
林
班
か
ら
二
百
七
十
一
、
二
百

八
十
二
、
二
百
八
十
三
の
各
林
班
の
外
郭

林
班
界
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

南
秋
田
群
五
城
目
町
内
川
地
内
の
町
道
小

川
口
線
と
県
道
能
代
五
城
目
線
と
の
交
点

豊
島
休

猟
区

朝
日
又

休
猟
区

内
川
休

猟
区

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
進
し
五
城
目

町
と
三
種
町
の
町
界
に
至
り
、
同
界
を
東

進
し
五
城
目
町
内
川
地
内
浅
見
内
沢
国
有

林
二
千
二
林
班
と
五
城
目
町
富
津
内
地
内

中
津
又
国
有
林
二
千
四
林
班
の
林
班
界
に

至
り
、
同
林
班
界
を
南
進
し
赤
倉
山
山
頂

に
至
り
、
同
山
頂
よ
り
小
川
口
沢
を
南
西

に
進
み
林
道
小
川
口
線
に
至
り
、
同
林
道

を
南
西
に
進
み
林
道
富
津
内
稜
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
連
続
す
る

町
道
小
川
口
線
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西

に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

由
利
本
荘
市
川
口
地
内
の
国
道
百
五
号
線

と
市
道
長
者
屋
敷
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
東
進
し
連
続
す
る
市
道
真

木
山
本
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
二

ノ
又
地
区
に
至
る
作
業
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
作
業
道
を
北
西
に
進
み
県
道
本
荘

岩
城
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南

進
し
、
県
道
本
荘
大
内
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
国
道
百
七
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
西
に

進
み
市
道
川
口
二
十
六
木
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
北
西
に
進
み
国
道
百
五
号

線
に
至
り
、
同
国
道
を
北
進
し
基
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
下
川
内
地
内
の
国
道

百
八
号
線
と
市
道
伏
見
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
市
道
を
南
進
し
て
笹
子
川
と

の
交
点
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
南
東
に
進

み
、
市
道
枯
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
東
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進

み
、
沢
沿
い
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
み
沢
内

沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
北
進
し
羽

後
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進

し
市
道
上
川
内
雄
勝
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
国
道
百
八
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
西
に

土
谷
休

猟
区

栗
沢
休

猟
区

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

に
か
ほ
市
院
内
地
内
の
県
道
長
岡
冬
師
城

内
線
と
県
道
冬
師
西
目
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
県
道
長
岡
冬
師
城
内
線
を
西
進

し
由
利
本
荘
市
と
の
市
境
に
至
り
、
同
境

を
南
進
し
国
有
林
由
利
森
林
管
理
署
六
十

二
林
班
と
由
利
本
荘
市
の
境
界
に
至
り
、

境
界
を
南
進
し
六
十
四
林
班
と
六
十
五
林

班
と
の
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
西

進
し
六
十
四
林
班
と
民
有
林
境
に
至
り
、

同
境
を
北
西
に
進
み
林
道
菅
谷
地
線
に
至

り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
市
道
発
電
所

線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
県
道

長
岡
冬
師
城
内
線
に
至
り
、
同
県
道
を
東

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川
地
内
の
市
道
小

砂
川
本
線
と
市
道
観
音
森
線
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
市
道
小
砂
川
本
線
を
北
進

し
て
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

国
道
を
北
進
し
て
市
道
上
浜
内
郷
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
て
市
道

大
須
郷
大
砂
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
進
し
て
市
道
焼
山
大
道
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
市
道
袋

立
石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東

進
し
川
袋
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を

南
東
に
進
み
、
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
歩
道
を
南
進
し
県
境
に
至
り
、
同
境
を

西
進
し
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
山
道

を
西
進
し
林
道
長
面
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
西
進
し
市
道
西
進
し
市
道

観
音
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

仙
北
市
西
木
町
下
桧
木
内
地
区
市
道
吉
田

下
田
線
と
市
道
相
沢
線
と
の
交
点
を
起
点

冬
師
休

猟
区

観
音
森

休
猟
区

樺
山
休

猟
区

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら
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秋
田
県
告
示
第
五
百
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
、
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

と
し
、
同
市
道
を
北
西
に
進
ん
で
林
道
相

沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
ん
で

相
沢
川
に
至
り
、
同
川
を
西
進
し
て
稜
線

に
至
り
稜
線
を
北
西
に
進
ん
で
小
波
内
沢

川
に
至
り
、
同
川
を
北
進
し
て
林
道
小
波

内
線
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
市
道

小
波
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
東
に
進
ん
で
市
道
吉
田
下
田
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
ん
で
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

横
手
市
平
鹿
町
及
び
横
手
市
十
文
字
町
の

境
界
線
と
国
道
十
三
号
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
境
界
を
北
西
に
進
ん
で
市
道

富
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北

進
し
て
県
道
浅
舞
醍
醐
線
及
び
市
道
穴
市

線
と
の
交
点
に
至
り
、
市
道
穴
市
線
を
北

進
し
て
Ｍ
２
幹
線
用
水
路
と
の
交
点
に
至

り
、
同
用
水
路
を
南
東
に
進
ん
で
市
道
下

村
西
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北

東
に
進
ん
で
同
市
道
と
連
続
す
る
市
道
沖

田
萩
ノ
目
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に

進
ん
で
、
同
市
道
と
連
続
す
る
市
道
田
ノ

新
戸
北
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進

ん
で
、
市
道
金
屋
百
七
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北
進
し
て
市
道
横
荘
東
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進

ん
で
旧
横
手
市
及
び
横
手
市
平
鹿
町
の
境

界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東

に
進
ん
で
国
道
十
三
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
ん
で
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

横
手
市
増
田
町
の
市
道
狙
半
内
線
と
市
道

北
ヶ
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
市
道

狙
半
内
線
を
東
進
し
て
同
市
道
と
連
続
す

る
市
道
上
畑
滝
ノ
下
線
に
至
り
、
同
市
道

を
北
東
に
進
ん
で
、
同
市
道
と
連
続
す
る

林
道
狙
半
内
上
沼
線
に
至
り
、
同
林
道
を

東
進
し
て
林
道
大
沢
滝
ノ
下
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
ん
で
横
手

醍
醐
休

猟
区

滝
の
下

休
猟
区

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

市
と
雄
勝
郡
東
成
瀬
村
と
の
境
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
ん
で
同

境
界
と
連
続
す
る
横
手
市
と
湯
沢
市
と
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
ん
で

林
道
大
岡
台
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
南
東
に
進
ん
で
同
林
道
と
連
続
す

る
市
道
北
ヶ
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北

進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

横
手
市
山
内
大
松
川
地
内
の
県
道
外
山
落

合
線
と
市
道
矢
萩
沢
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
市
道
を
北
進
し
て
�
沢
と
の
交

点
に
至
り
、
同
沢
を
北
西
に
進
ん
で
旧
横

手
市
と
旧
山
内
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
北
進
し
て
林
道
萱
峠
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
赤
水
沢
と

の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
南
進
し
て
県
道

外
山
落
合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道

を
南
進
し
て
み
た
け
湖
右
岸
と
の
交
点
に

至
り
、
同
湖
岸
を
南
進
し
て
県
道
外
山
落

合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
西

に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

湯
沢
市
上
院
内
地
内
の
国
道
十
三
号
と
国

道
百
八
号
の
交
点
を
起
点
と
し
、
国
道
十

三
号
を
南
西
に
進
み
秋
田
県
と
山
形
県
と

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み

湯
沢
市
と
由
利
本
荘
市
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
北
進
し
国
道
百
八
号
と
の

交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
東
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
高
松
地
内
の
市
道
川
原
毛
線
と
県

道
湯
沢
栗
駒
公
園
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
南
東
に
進
ん
で
県
道
秋
ノ

宮
小
安
温
泉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
西
進
し
て
大
字
高
松
と
大
字
秋
ノ
宮

と
の
字
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進

ん
で
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署

矢
萩
沢

休
猟
区

院
内
銀

山
休
猟

区太
倉
休

猟
区

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日

ま
で

十
二
林
班
と
十
三
林
班
と
の
林
班
界
に
至

り
、
同
点
よ
り
尾
根
筋
を
北
東
に
進
ん
で

奧
前
森
山
頂
を
経
て
高
松
川
左
岸
と
の
交

点
に
至
り
、
同
左
岸
を
南
東
に
進
ん
で
県

道
湯
沢
栗
駒
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
南
東
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
中
屋
敷
地
内
中
屋
敷

橋
を
起
点
と
し
、
同
点
よ
り
中

屋
敷
部
落
へ
向
か
う
市
道
中
屋

敷
大
野
岱
線
を
西
進
し
て
農
地

と
林
地
と
の
境
界
に
至
り
、
同

界
を
北
西
に
進
ん
で
米
代
川
森

林
計
画
区
九
十
八
林
班
百
二
小

班
と
百
三
小
班
と
の
小
班
界
を

西
進
し
て
同
林
班
百
四
小
班
に

至
り
、
同
林
班
百
五
、
百
七
、

百
八
小
班
と
大
館
能
代
空
港
敷

地
と
の
境
界
を
西
進
し
て
九
十

九
林
班
と
の
林
班
界
に
至
り
、

同
林
班
三
十
四
、
三
十
六
、
四

十
小
班
と
大
館
能
代
空
港
敷
地

と
の
境
界
を
進
み
四
十
一
小
班

と
の
小
班
界
に
達
し
、
同
小
班

界
よ
り
約
三
百
メ
ー
ト
ル
真
西

へ
向
か
っ
て
直
進
し
百
林
班
と

の
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界

か
ら
約
四
百
メ
ー
ト
ル
真
西
へ

向
か
っ
て
百
七
林
班
界
に
至

り
、
同
林
班
三
十
五
、
十
七
小

大
野
台

特
定
猟

具
使
用

禁
止
区

域

銃
器

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

区
　
　
　
　
　
　
域

名

称

特
定
猟
具
の
種

類

存
続
期
間
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班
と
三
十
四
、
十
八
小
班
と
の

小
班
界
を
直
進
し
百
六
林
班
界

に
至
り
、
同
林
班
界
か
ら
さ
ら

に
直
進
し
旧
鷹
巣
町
と
旧
森
吉

町
と
の
町
界
に
至
り
、
同
界
を

北
西
に
進
ん
で
旧
鷹
巣
町
と
旧

合
川
町
と
の
町
界
に
達
し
、
同

界
を
更
に
北
西
に
進
ん
で
百
五

林
班
と
農
地
と
の
境
界
に
至

り
、
同
点
よ
り
同
界
を
北
進
し

て
県
道
あ
き
た
北
空
港
線
に
至

り
、
同
県
道
を
東
進
し
て
小
猿

部
川
に
至
り
、
同
川
を
南
進
し

て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

山
本
郡
三
種
町
羽
根
川
地
内
の

民
有
林
道
羽
根
川
線
と
羽
根
川

支
線
一
号
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
林
道
羽
根
川
線
を
北
東

に
進
ん
で
旧
琴
丘
町
と
旧
山
本

町
の
境
界
に
至
る
遊
歩
道
に
至

り
、
同
遊
歩
道
を
北
東
に
進
ん

で
同
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

南
東
に
進
ん
で
民
有
林
道
鹿
渡

渉
線
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進

し
て
民
有
林
道
羽
根
川
支
線
二

号
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に

進
ん
で
民
有
林
道
羽
根
川
支
線

一
号
に
至
り
、
同
林
道
北
西
に

進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
三
種
町
鹿
渡
地
内
の
県

道
琴
丘
上
小
阿
仁
線
と
町
道
鹿

渡
鯉
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
北
東
に
進
ん
で

民
有
林
道
琴
丘
稜
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
南
東
に
進

み
米
代
川
地
域
森
林
計
画
区
十

一
・
十
二
林
班
の
林
班
境
界
に

羽
根
川

森
林
公

園
特
定

猟
具
使

用
禁
止

区
域

琴
丘
森

林
公
園

ス
カ
ル

パ
特
定

猟
具
使

用
禁
止

区
域

銃
器

銃
器

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
て
町

道
鹿
渡
鯉
川
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
進
又
は
北
西

に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
三
種
町
外
ノ
沢
字
根
小

屋
沢
と
同
大
字
岩
見
沢
と
の
字

境
界
と
同
大
字
地
内
の
送
電
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
境

界
を
南
西
又
は
南
東
に
進
ん
で

旧
山
本
町
と
旧
琴
丘
町
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
又
は

北
進
し
て
町
道
外
ノ
沢
羽
根
川

線
に
至
る
歩
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
歩
道
を
東
進
し
て
町
道

外
ノ
沢
羽
根
川
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
て
送

電
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
送

電
線
を
南
進
し
て
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
川
口
地
内
の
国
道

百
五
号
線
と
市
道
川
口
由
利
橋

線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市

道
を
西
進
し
、
市
道
石
脇
大
浦

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
北
進
し
市
道
大
浦
２
１
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

東
進
し
芋
川
右
岸
堤
坊
に
至

り
、
同
堤
防
を
北
東
に
進
み
市

道
大
浦
十
五
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
国
道

百
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

に
か
ほ
市
仁
賀
保
町
上
坂
地
内

の
市
道
零
二
一
八
号
線
と
県
道

長
岡
冬
師
城
内
線
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
県
道
を
南
西
に

外
ノ
沢

堤
特
定

猟
具
使

用
禁
止

区
域

川
口
特

定
猟
具

使
用
禁

止
区
域

巾
山
特

定
猟
具

使
用
禁

止
区
域

銃
器

銃
器

銃
器

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

千
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
進
み
北

西
に
進
路
を
変
え
市
道
九
四
零

四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
西
に
進
み
市
道
六
三

零
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
牧
場
作

業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
作

業
道
を
北
東
に
進
み
牧
場
の
防

風
ネ
ッ
ト
と
の
交
点
に
至
り
、

同
ネ
ッ
ト
沿
を
南
東
に
進
み
ス

キ
ー
場
と
林
地
境
と
の
交
点
に

至
り
、
同
境
を
南
東
に
進
み
市

道
零
二
一
八
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

に
か
ほ
市
小
国
郷
ノ
町
地
内
の

市
道
仁
零
三
零
五
院
内
・
小
国

線
と
市
道
仁
零
三
三
九
中
学

校
・
上
小
国
二
号
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
市
道
仁
零
三
三

九
中
学
校
・
上
小
国
二
号
線
を

南
進
し
、
市
道
仁
零
三
五
八
馬

場
・
上
小
国
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進

み
市
道
仁
零
三
四
五
馬
場
・
院

内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
北
進
し
市
道
仁
零
三
零
五

院
内
・
小
国
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
て
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

大
仙
市
大
曲
浜
町
地
内
の
主
要

地
方
道
大
曲
大
森
羽
後
線
と
市

道
蛭
川
浜
町
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
て
、
同
市
道
を
北
西
に

進
ん
で
姫
神
鳥
獣
保
護
区
と
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東

に
進
ん
で
市
道
花
園
線
に
至

小
国
特

定
猟
具

使
用
禁

止
区
域

大
曲
特

定
猟
具

使
用
禁

止
区
域

銃
器

銃
器

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で

平
成
十
九

年
十
一
月

一
日
か
ら

平
成
二
十

九
年
十
月

三
十
一
日

ま
で
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秋
田
県
告
示
第
五
百
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
市
長
か
ら
都

市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

秋
田
都
市
計
画
下
水
道
（
秋
田
市
公
共
下
水
道
（
秋
田
地
域
）
）
の
変

更
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書

二
　
縦
覧
場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

秋
田
県
告
示
第
五
百
二
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
市
長
か
ら
都

市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

河
辺
都
市
計
画
下
水
道
（
秋
田
市
公
共
下
水
道
（
河
辺
地
域
）
）
の
変

更
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書

二
　
縦
覧
場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

秋
田
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
市
長
か
ら
都

市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

河
辺
都
市
計
画
下
水
道
（
秋
田
市
公
共
下
水
道
（
雄
和
地
域
）
）
の
変

更
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書

二
　
縦
覧
場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

秋
田
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
十
月
三
十
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
二
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項

第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建

築
基
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
十
条
の
規
定

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
ん
で

主
要
地
方
道
大
曲
大
森
羽
後
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
主
要
地

方
道
を
北
進
し
て
、
市
道
駅
前

通
り
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
東
進
し
て
主
要
地
方
道

大
曲
田
沢
湖
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
主
要
地
方
道
を
南
東
に

進
み
市
道
四
ツ
屋
大
曲
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東

に
進
ん
で
国
道
十
三
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
東

に
進
み
主
要
地
方
道
大
曲
田
沢

湖
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
主

要
地
方
道
を
南
西
に
進
ん
で
市

道
浜
町
丸
子
町
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
ん

で
主
要
地
方
道
大
曲
大
森
羽
後

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
主
要

地
方
道
を
北
進
し
て
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
。

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
線
　
名

四
百
五
十
四
号

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

鹿
角
郡
小
坂
町
十
和
田
湖
字
大
川
岱

一
六
番
三
か
ら
八
九
番
ま
で

指

定

年

月

日

平
成
十
九
年
十
月
十
日

道

路

の

幅

員

四
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

三
五
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
秋
田
市
坊
沢
字
深
関
街
道
下
六
十
番
地
三

大
　
坂
　
　
　
紳

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

北
秋
田
市
坊
沢
字
横
道
沢
尻
四
十
三
番
一
の
内
、
四

十
三
番
十
二
の
内
、
四
十
三
番
十
三
の
内
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